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令和４年度 第２回豊川市公契約審議会 議事録 

 

 

１ 日時  

令和５年１月１７日（火） 午後１時３０分～午後２時１０分 

 

２ 会場  

豊川市役所 委員会室 

 

３ 出席者 

  委員 

   金井 幸子（愛知大学法学部 准教授） 

   渡辺 裕一郎（愛知県社会保険労務士会 三河東支部） 

市橋 智久（愛知県労働者福祉協議会東三河支部長） 

落合 利夫（豊川商工会議所建設関連部会長） 

酒井 雅喜（日本労働組合総連合会 愛知県連合会 三河東地域協議会事務局長） 

   ※１名欠席 

 

事務局 

 財産管理監         山本 勝巳 

総務部次長         木本 秀史 

総務部契約検査課課長    小島 一成 

 総務部契約検査課課長補佐  林  健史 

総務部契約検査課契約係長  大林 吉子 

 

４ 会議の公開の可否 

  公開 

 

５ 傍聴者 

  なし 
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１ 開会 

  

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 前回審議会の確認事項について 

（１）労働報酬下限額（工事）に含まれる賃金構成について  

資料１を事務局より説明 

質疑・意見等なし 

 

（２）労働報酬下限額の適用除外について  

 資料２を事務局より説明 

 質疑・意見等なし 

 

 

４ 入札制度改革の取組について 

（１）週休２日制工事の拡大について 

 資料３を事務局より説明 

 

【委員】 

 他の会社から聞くと、とにかく「週休２日」を全面に出し、土曜日に出勤すること

は無いようにして、会社全体で週休２日を取り組んでいると聞いています。ただ、作

業員は日給制のため働きたいという気持ちがあり、現場監督員と作業員では考え方が

違うようですが、今後若い担い手を集めるには、「週休２日」を全面に出さないといけ

ないと思っています。 

 

【事務局】 

 市側ができることは、適正な工期を設定したうえで週休２日に取り組んでもらい、

達成した場合には工事点数を加点したり、また今回の改正で労務費等の経費を補正対

象としました。 

 豊川市では、年間３００件ほどの工事があり、来年度については１割程度を週休２

日の対象とし、令和６年度は制約のある工事を除いたほぼ全ての工事を対象とできる

ように制度を作るなど取り組んでいきたいと考えています。 

 

【委員】 

 受注者希望とした場合、市側としてはどうでしょうか。仕事が増えると思うか、良

い取り組みだと取ってくれるのか、どうでしょうか。 

 

【事務局】 

 この工事は受注者希望型で実施してもよいと特記仕様書に入れますので、受注者希

望型へ対応できるように準備はできています。 
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５ 前回の審議内容、答申（案）について 

 資料４を事務局より説明 

 

【委員】 

 制度の周知文ですが、前回のアンケート結果を見ると周知されるようになっていま

すので、引き続き実施をしてほしいです。 

 前回材料費等が値上がりしているという話がありましたが、昨日のニュースでも大

きく上昇しているということでしたので、その辺りも注視してほしいと思います。 

 

【事務局】 

周知文の配布については、来年度も引き続き行っていきます。令和３年度は約２割、

令和４年度は約６割の方が「知っている」と回答されましたが、皆さんに知っていた

だかないと条例をつくった意味がないので、引き続き実施します。 

現在も物価は上昇しており、前回示したよりも実質賃金との差は開いている状況で

す。 

今回７７％から７８％に引き上げましたが、来年度の審議会においても引き上げが

必要かどうか、皆さんのご意見をいただければと思っています。 

 

【会長】 

１％引き上げたのは良いことですが、もう少し上げてもよいのかなという気もしま

す。状況を見ながらですが、今年は１％上げて来年は検討していくということですね。 

 

【会長】 

 周知文ですが、「労働者の皆様へ」から「この現場で働く皆様へ」に変更したとのこ

とですが、どういう意図で変更したのでしょうか。 

 

【事務局】 

他市の周知文を見ても「この現場で働く皆様へ」や「〇〇市と契約をしている業務

に従事されている皆様へ」という表現が多く、ここで働いている方へというわかりや

すいものとしました。 

 

 

６ 閉会 

【会長】 

それでは、以上をもちまして、令和４年度第２回豊川市公契約審議会を終了します。 

ありがとうございました。 

 


